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本
稿
で
は
、
韓
国
の
都
市
に
関
す
る
資

料
を
紹
介
し
た
い
。

　

韓
国
の
都
市
と
い
っ
て
、
最
初
に
思
い

浮
か
ぶ
の
は
首
都
ソ
ウ
ル
で
あ
ろ
う
。
ソ

ウ
ル
は
国
土
の
約
〇
・
六
％
を
占
め
る
に

す
ぎ
な
い
が
、
全
人
口
の
約
二
〇
％
、
約

九
九
九
万
人
が
居
住
す
る
大
都
市
で
あ
る
。

砂
本
文
彦
著
『
図
説
ソ
ウ
ル
の
歴
史
―
漢

城
・
京
城
・
ソ
ウ
ル
都
市
と
建
築
の
六
〇

〇
年
』（
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
〇
九

年
）
に
よ
れ
ば
、
ソ
ウ
ル
は
か
つ
て
時
代

に
よ
り
漢
山
州
、
揚
州
、
広
州
、
南
京
、

京
都
、
漢
陽
、
漢
城
府
、
京
城
府
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
名
称
が
あ
っ
た
が
、
一
九
四
六

年
の
ソ
ウ
ル
市
憲
章
に
よ
り
現
在
の
ソ
ウ

ル
市
と
な
っ
た
。
こ
の
資
料
で
は
、
朝
鮮

王
朝
時
代
に
風
水
の
考
え
に
も
と
づ
き
、

ど
の
よ
う
に
都
市
を
造
営
し
た
の
か
に
始

ま
り
、
歴
史
の
流
れ
の
な
か
で
、
ど
の
よ

う
に
鉄
道
や
建
築
物
が
作
ら
れ
て
い
っ
た

の
か
、
ま
た
人
々
の
暮
ら
し
が
ど
の
よ
う

で
あ
っ
た
か
な
ど
を
豊
富
な
写
真
、
地
図

な
ど
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

　

近
年
最
も
ソ
ウ
ル
の
街
並
み
を
変
え
た

の
は
、
清
渓
川
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

ろ
う
。
清
渓
川
は
か
つ
て
ソ
ウ
ル
市
中
心

部
を
東
西
に
流
れ
て
い
た
川
で
あ
る
。
交

通
路
の
確
保
や
環
境
汚
染
対
策
の
た
め
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
断
続
的
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
川
を
覆
い
、
一
九
七
〇
年
代
に

は
、
塞
い
だ
川
の
上
に
高
架
道
路
を
建
設

し
た
。
こ
れ
ら
建
設
物
を
取
り
除
き
、
川

を
復
元
し
た
の
が
清
渓
川
復
元
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
。
朴
賛
弼
著
『
ソ
ウ
ル
清
渓

川 (

チ
ョ
ン
ゲ
チ
ョ
ン) 

再
生
―
歴
史
と

環
境
都
市
へ
の
挑
戦
』（
鹿
島
出
版
会
　

二
〇
一
一
年
）
で
は
、
清
渓
川
に
ま
つ
わ

る
歴
史
と
人
々
の
暮
ら
し
に
始
ま
り
、
川

を
覆
う
覆
蓋
工
事
の
進
展
、
ま
た
そ
こ
か

ら
復
元
工
事
に
至
る
ま
で
の
情
況
や
計
画
、

そ
し
て
復
元
後
の
川
の
街
並
み
の
変
化
な

ど
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　

川
の
復
元
工
事
は
、
都
市
環
境
の
改
善
、

地
域
の
活
性
化
、
高
架
道
路
の
老
朽
化
対

策
な
ど
複
数
の
理
由
と
目
的
を
持
っ
て
計

画
さ
れ
た
が
、
復
元
工
事
や
復
元
後
の
交

通
量
の
変
化
等
に
よ
る
商
売
へ
の
影
響
を

懸
念
し
、
周
辺
で
商
業
を
営
む
人
々
が
こ

れ
に
反
対
し
た
。
五
石
敬
路
編
『
東
ア
ジ

ア
の
大
都
市
に
お
け
る
環
境
政
策 
』（
国

際
書
院
　
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、
ソ
ウ
ル

市
が
ど
の
よ
う
に
彼
ら
と
協
議
し
、
納
得

の
い
く
対
応
を
行
っ
た
か
、
そ
の
成
功
要

因
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

韓
国
の
都
市
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
、

周
藤
利
一
著
『
韓
国
の
都
市
計
画
制
度
の

歴
史
的
展
開
に
関
す
る
研
究
』（
大
成
出

版
社
　
二
〇
一
四
年
）
で
、
主
に
近
代
以

降
の
韓
国
に
お
け
る
都
市
計
画
、
都
市
政

策
、
土
地
お
よ
び
土
地
利
用
に
つ
い
て
日

本
と
比
較
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
る
。
特

に
、
二
〇
〇
〇
年
頃
以
降
に
お
け
る
都
市

計
画
・
住
宅
法
制
度
の
抜
本
的
な
改
正
や

一
九
九
〇
年
代
の
土
地
利
用
規
制
緩
和
に

よ
る
問
題
点
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
政
策
と

呼
ば
れ
る
開
発
区
域
制
限
等
に
つ
い
て
詳

細
に
述
べ
て
い
る
。

　

韓
国
の
地
方
自
治
は
一
九
五
二
年
に
施

行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
一
九
六
一
年
に
朴

正
煕
政
権
が
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
成

立
す
る
と
停
止
さ
れ
、
三
〇
年
後
の
一
九

九
一
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
復
活
し
た
。

趙
昌
鉉
著
『
現
代
韓
国
の
地
方
自
治
』

（
法
政
大
学
出
版
局
　
二
〇
〇
七
年
）
で

は
、
地
方
自
治
の
意
義
に
始
ま
り
、
そ
の

必
要
性
や
根
拠
と
な
る
法
律
、
ま
た
そ
の

機
能
や
権
力
、
組
織
、
財
政
な
ど
地
方
自

治
に
関
す
る
問
題
を
全
面
的
に
説
明
し
た

資
料
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
書
籍
や
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
番
組
な
ど
で
県
民
性
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
が
、
韓
国

で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
韓
国
で
日
本
の

県
に
あ
た
る
行
政
区
画
は
「
道
」
に
な
る

が
、
こ
れ
と
同
等
の
行
政
区
画
に
、
特
別

市
、
特
別
自
治
市
、
広
域
市
、
特
別
自
治

道
が
あ
り
、
道
レ
ベ
ル
の
自
治
体
は
現
在

一
七
あ
る
。
鄭
銀
淑
著
『
韓
国
「
県
民

性
」
の
旅
―
全
羅
道
、
慶
尚
道
、
忠
清
道
、

江
原
道
、
済
州
道
歩
い
て
感
じ
る
韓
国
人

の
心
』（
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
〇
〇
九

年
）
に
よ
れ
ば
、
韓
国
で
は
日
本
の
「
県

民
性
」
に
当
た
る
言
葉
は
「
地
域
性
」

「
地
方
色
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日

本
と
同
様
、
ソ
ウ
ル
の
人
の
気
質
は
こ
う

で
、
東
部
の
慶
尚
道
の
人
の
気
質
は
こ
う

で
あ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
確
か
に
あ

る
そ
う
だ
。
し
か
し
日
本
と
違
い
、
地
域

性
が
楽
し
い
話
題
に
な
り
に
く
か
っ
た
と

い
う
。
そ
の
理
由
は
韓
国
の
東
南
部
に
あ

る
慶
尚
道
と
西
南
部
に
あ
る
全
羅
道
と
の

対
立
が
非
常
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
地
域
性
を
タ
ブ
ー
視
す

る
雰
囲
気
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
著
者
が
韓
国
の
「
県
民

性
」
に
つ
い
て
本
を
書
こ
う
と
し
た
理
由

は
、
紀
行
文
を
数
多
く
執
筆
し
て
き
て
、

各
地
の
地
域
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
首
都
圏
志
向
の
強
い

韓
国
で
地
方
に
目
を
む
け
た
か
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
日
本
人
の
韓
国
人
に
対
す
る
認
識

に
多
様
性
を
も
っ
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
著
者
は
本
書
中
、
八

つ
の
道
で
二
五
の
都
市
を
訪
れ
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
人
々
か
ら
受
け
た
印
象
（「
県

民
性
」）
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
歴
史
、
自

然
、
文
化
、
社
会
事
情
に
触
れ
て
い
る
。

各
地
域
に
つ
い
て
人
口
、
名
物
、
経
済
状

況
等
の
基
本
デ
ー
タ
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、

客
観
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
つ
か
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
ラ
ム
と
し
て
、
本

文
で
は
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
ソ
ウ
ル
や
朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
都
市
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
興
味
深
い
。

（
か
の
う　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）
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